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No. 464 京 大広報

修士学位授与式における総長のことば

平成6年 3月23日

総長 井 村 裕夫

本日ここに名誉教J受の諸先生，各研究科長，教職員の方々の御臨席のもと，学位J受与式を挙行し，修

士の学位記をお渡しすることができましたことは 広都大学としてまことに喜びとするところでありま

す。

本日修士の学位を得られた皆さんは文学56名，教育学23名，法学51名，経済学22名，理学199名，薬

学50名，工学622名，農学170：：？＇，， 人間・ 環境学43iC，， 合計1,236名であります。今日までの併さんの御

努）Jに心から敬意を友し，お喜びの言葉を lドし上げます。本年は社会人のための専修コースを終えた方

・29名が修士の学位を得られました。京都大学としてまとまって社会人の修上が誕生したのはこれが最初

でありますが，多忙な生活の中で修士の諜程をめでたく終えられたことに，心からの祝稲を贈りたいと

思います。

二十世紀の後半は，先進諸国はかつてない豊かさを経験しました。そのため大学進学率は急速に増

え，社会の人々の知識レベルが向上しました。学問，特に向然科学の進歩はまことにめざましいものが

あります。そして技術革新の加速は一つの技術のライフサイクルを短くしています。新らしい技術が

次々と生み山され，例えば私の専門の医学の領域では趨音波，コンピュータ断層，磁気共鳴イメージン

グと新しい阿像診断の技術が数年おきに登場し，それらを理解する知識が要求されます。これからの社

会では，人々は自分の知識を如何に updateして行くかが大きい課題となってきました。生涯教育，リ

カレント教育という概念が生まれてきたのも，このような時代を背景としたものであります。

従来我が国の大学院は研究者の育成を目指してきました。従って学部卒業生のごく 一部が大学院に進

むと言う状態であり，学部学生に対する院生の比率は5.1%と低い値です。因みにこの比率はアメリカ

15.4%，イギリス34.6%，フランス20.1% （社会人のパートタイム学生も含まれていますjでありま

す。しかし技術革新の激しい現代社会においては．大学院が専門教育 リカレント教育の場を提供する

必要が生じて参りました。特に修上コースは研究と専門教育を両立させて進めて行く必要があります。

従って本円修士課程を終えた併さんの中には博士後期課程に進み，あるいは研究所に勤務していよい

よ本格的に研究者の道を歩む人と 社会に山て または社会に戻って今日まで学んだ知識を生かして活

躍される人とがあると思います。いずれの道に進むにせよ，研究に直後又は間接にかかわって行かれる

ことでありましょう。研究においては勿論独創的な概念を提山したり 今まで知られなかった現象を発

見したりすることが何よりも大切で、あります。独創性こそは研究に求められる最も重要な要素であるこ

とに疑いはありません。

しかし一つの学問分野が発展するためには 最初のページに初めて筆を下ろす人だけで、なく様々な型

の研究者が必要であります。一例を挙げてみましょう。エン ドウの交配尖験で遺伝の法員ljを発見したヨ

ハン ・グレゴア ・メンデルは，その成果を1865年自然、研究会で2回に分けて発表しました。そのことは

新聞にも取り上げられましたし，翌1866年には「ブルノ自然、研究会誌」に発表されました。この雑誌は

当時のオース トリア ・ハンガリア帝国内はもとより，英国，米国など多くの国に送られています。また

メンデル個人も40部の別冊を当時の有名な純物学者ケルナーやネーゲリに贈呈しておりますが，誰にも

その真価は理解されなかったようで，黙殺されてしまいました。またメンデル自身もブルノ修道院の院

長に選ばれ，研究を続けることが大変困難となってしまいました。そして遺伝学の創始という近代科学

の大きいエポックを作りながら，メンデルは十分評価されることなく 1884年にこの世を去ります。メン

デルの法則が再発見されるのは世紀の変わり目の1900年のことであります。
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勿論この間メンデルの法則が全く注目をひかなかったわけではありません。例えばギーセン大学のヘ

ルマン・ホフマンは1869年に発行した著書の中で．またスウェーデンのカール ・ブロンベリは， 1872年

に学位を得た論文の中でメンテソレの実験を紹介しています。吏にロシアの純物学者シュマルハウゼンは

1874年に発表した学位論文の中でメンデルを1't讃しました。またシュマルハウゼンの訪問を受けてメン

デルの実験を知ったドイツのフォッケも符啓にメンデルを制介しています。このようにメンデルは少し

ずつ世に知られるようになっていましたが，その兵filliが認められるようになったのは， 1900年オランダ

のフーホ・ド ・フリース， ドイツのカール・コレンス，オーストリアのユーリ yヒ・チェルマクらがそ

れぞれ独立にマツヨイグサやエンドウの交配実験で，メンデルの法則を確認し，相次いで発表したこと

によります。更にケンブリッジ大学の教疑のウィリアム ・ベイトソンも多くの動他物を用いてメンデル

の法則を確認し，遺伝学が急速に発展することとなりました。なおこのようなメンデル再発見の織烈な

競争の中で，まだ近代化したばかりの我が国にも研究者がいたことを申し添えたいと思います。それは

東京帝国大学農科大学の講師をしていた外山亀太郎で， 1900年カイコの遺伝の実験を始め，メンデルの

論文を知らずにメンデルの法則に行き希いたと言われています。彼の論文発表は1906年で少し遅れまし

たが，近代化の第一歩を踏み出したばかりの我が固に このような創造性のある人材が生まれていたこ

とはまことに驚くべきことであります。

話は少し横道にそれてしまいましたが，新しい時代を聞くような，あるいはまたそれまでの定説を援

すような研究は，同時代の人には理解されにくいことが少なくありません。メンデルの場合，まさにそ

うであったと言えましょう。このことは学問の発展のためには，兵におIJ造的な研究を正当に評価し，そ

れを線認して更に発展させたり，世の中に広めたりする役割の研究者も必要であることを示していま

す。特に新しい仕事を広める人は，伝道印Iiという意味で， evangelistと呼ばれています。メンデルの場

合，有）Jな evangelistが， 35年間も現れなかったのが不幸であったと言えましょう。

日本の研究者は， しばしば似の日本人の研究を無視したり，正当に評価しない傾向があり，その研究

が外国で認められて初めて評価するということがよく言われます。残念ながらそのような傾向があるこ

とは，確かであると思います。最近抗ウイルス斉ljとして肝炎の治療に広く用いられているインターフエ

ロンは， 1957年イギリスのアイザックスと，スイスのリンデマンによって発凡されたものであります

が，実はその 3年前の1954年に東京大学教授の長野泰ーが同じ現象を「ウイルス抑制因子」として報告

していました。氏はマウスにウイルスを感染させると，免疫攻象が始まる前の4時間以内に抗ウイルス

因子が作られることを発見したのです。一方3年後にアイザックスは鶏卵の紫尿膜細胞を培養し，イン

フルエンザウイルスを感染させるとウイルスの増殖を抑制する物質が産生されることを発見し，この物

質をインターフェロンと名付けました。氏の発見は単に現象だけでありましたが，アイザックスは物質

レベルで証明したため，第一発見者の栄誉を与えられたわけです。当時の我が国の状態では，まだそこ

まで研究を進めることは困難で、あったかも知れませんが，もし長野氏の研究の真価を見抜き，それを発

展させる努力をした研究者が我が固にいたら，インターフエロンの発見の栄誉は我が国の学者のものに

なったかも知れません。独創的な仕事をすることが大変難しいと同僚に，独創的な研究を正当に評価す

ることもまた困難でありますが，研究者はそのような能）Jを身につけることも必要でありましょう。

皆様方のこれからの生活が実り多いものになることを祈念して，私の式辞と致します。
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卒業式における総長のことば

平成 6年 3月24日

総長井村裕夫

明るい陽光に木々の緑も魁り，生命がいきずく存が訪れて参りました。本日は．元総長，前総長，名

誉教J受のn!'r先生を米賓としてお迎えし，各学部長，教l俄只， f卸父兄の御臨！市のもと平成 5年度卒業式を

挙行し＇ 2.6721'1の学士諸JJを送り IY1すことができますことは，点打II大学としてまことに存びとすると

ころであります。

卒業生諸君，本日はおめでとうございます。「卒業」という言葉は学業を終えるという意味でありま

す。それは学業は人生の最初のある時期だけするものであるという，従米の我が国の考え方から出た青

葉でありましょう。しかし現代は何らかの形で生涯，学刊を続けなければならない時代であります。そ

の意味で英語の「graduation」の方が相Lιしい言葉でありましょう。これは grade（目盛，段階）と｜吋じ

語源を持つ行業で，段階が一段上になることを意味しています。また卒業式を「commencement」といい

ますが，これは本米は始まり，すなわち事始めの式の71μ，未であります。諸,gのうちには大学院に進学

し，専門分野の学問を続ける人がかなりあると思います。まさに一段上の学問が始まります。しかしよ

り多くの訪れは実社会に11111て，それぞれの選んだ械業に就くでありましょう。この場合にも本からの学

習でなく，’五社会の勉強が始まることになります。いずれの道に進むにせよ，今日は commencementの

日，人生のスタート台であります。

スタート台というと砿はリレハンメル冬ヂオリンピックの街足放送を！よい、起こします。ジャンプのス

タート台に附って1111先を待つ選手，スピー ドスケートで微動だにせず合同を待つ選手には，緊張が一点

に凝縮した厳しい長しさがありました。 勿命人生は長いレースで状泌は異なりますが， JH~はいま 111］総

な緊張感に包まれて自分の歩むべき追を眺めているでありましょう。歌人の斎藤茂占は，「あかあかと

一本の迫とほりたり たまきはる我が命なりけり」と歌っています。｜湯の光に照らされて明るく続いて

いる道，それはまさにぶれの生命そのものでありましょう。しかし， MUJの渉む道は必ずしもてf-JI［なも

のではありません。

世界はいま大きい転換期lにさしかかっています。産業革命によって成なした資本主義社会は，今世紀

に入って生産性の向上により一層発展し，先進諸国での生活は歴史に例を凡ないほどi泣かなものとなり

ました。 しかし一方で、は科学技術と経済の発展が地球環境を破壊することもまた明らかになってきまし

た。更にコンピュータの発明，マスメディアの発達，高学歴者の地加！などは産業社会を大きく変貌させ

ました。社会は，いまポスト産業社会へと移行する時期となっています。産業革命以来の，おそらくは

二 三百年に一回と言ってもよいくらいの大きい歴史の転換期にあると考えられます。ポスト産業社会

がどのような社会になるのか，まだ明らかでありませんが，知識が，情報が大きい価値を持つ「知識社

会」になることは疑いがありません。

このような変革の時代を生きる諸Ai；に， .fl..は例·~I：を flて，自分のアイデンティティをしっかり持って

欲しいと希窄．します。従米殺が国では例人より ，おl織がlfi:税される傾向かありました。自分の意凡は1'H

来るだけ抑えること，「沈黙は金」が処世訓であったのであります。しかしこれからの「知識社会」に

あっては綴々な倒’ti:が製求されます。人とlriJじであるよりも，どれだけ人と異なった発想ができるか，

異なった能）Jを発問できるか．ということが：.;;i.重されます。

それでは例ttを育てるにはどうすればよいか それには自分の頭で考えることが何よりも大切です。

現在のような情報化社会では 様々な｜古報が谷易に手に人ります。そうした情報を分析し，批判し，！と

に系統づけることによって，初めて「生II」と言えるものになります。勿論「知」は，情報を再生産する
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ことも可能であります。こうした分析，批判，整理，再生産などの過程が「考える」ということであり

ます。こうした過程を経てこそ，向分の考えを言葉で明確に述べることも可能となります。深く考える

人，それは決して単線的にならず，人の考えに付和市｜古lすることもありません。物事を単ll長でなく，複

ll艮で見ることのできる人でもあります。

それではよく考えるためにはどうしたらよいか それは広く情報を集めることから始まります。一人

の人聞が経験して獲得できる知識は限られています。およそ人類の持ちえた最大の知性の一人である

ゲーテですら，エッカーマンとの対話の中で「もしねが偉大な先駆者や l •iJ時代の人に負うた点を一々あ

げることができたら，残るところは僅かであろう」と言っています。まして凡人がよく考えるために

は，他人の考え，材料．経験を集めることが大切です。現在はマスメディアやコンピュータなど様々な

間報源がありますが，他の方法では伝達できない深い考えを伝えてくれるもの，それはやはり古物であ

ります。読書によって初めて微妙な言葉と魂の働 きを学ぶことができます。読書はまた人生の危機を

j没ってくれ，生きる力を与えてくれることもあります。何故なら書物はその生みの親と同じ魂を宿し，

同じような発測とした生命力を持っているからであります。

今から50年前，第二次世界大戦の末期，大学から学生が戦場に駆り出され，多数の尊い人命が失われ

ました。この悲劇を二度と繰り返さないために，戦没学徒の手記が 『きけわだつみの声』とし寸題の本

として出版されました。その中で特に私が心を打たれたのは，戦争犯罪人としてシンガポールで処刑さ

れた木村久夫という京都大学経済学部学生の手記であります。木村青年は入獄する前に入手した回辺

元の r哲学通論』を繰り返し読み，その本の余白に手記を書き残しました。その言葉の一つを引用しま

すと，「兵の名手寺はいつどこにおいても，またいかなる状態の人間にも，燃ゆるがごとき情熱と憩いと

を与えてくれるものである」。死刑を待つという極限的な状況の中で，木村青年は，かつて教えを受け

た田辺 元の本を繰り返し読み，理解し，そして自分の考えをまとめて本の余白に官：き込みました。読

むこと，考えることによって彼は生きる）Jを得，学問への情熱を感じ，そしてこの｜｜上に生きた証しを残

したと行ーえましょう 幸い現在はて向IIな時代，本は簡単に入手できます。込非毎日少しずつでも説告アを

する宵慣を身につけて下さい。

ウィリアム ・オスラーはジョンズ ・ホプキンス大学の初代の｜人j利のお（.t受で，その秀れた比識により多

くの信奉者を生み出した人です。オスラーはベッドサイドに本を置き，就寝前，あるいは朝起きた時に

本を読む宵慣をつくることを奨めています。このベッドサイドライブラリーも一つの方法で、あると考え

られます。

先程から諸君の生き生きとした顔を見ていると，ねはある羨しさを感じずにはおれませんでした。広

にはなくて諸君にある掛け替えのない尊いもの，それは若さであり，未来であります。未来には常に大

きい希望と，何程かの不安がつきまといます。とくに次の世紀は人聞を，そして人間と共生する地球上

の多くの生命を何よりも大切にしなければならない「生命の世紀」となります。それは物事を一国のレ

ベルではなく，地球規模で考えねばならない時代であります。地球上の民族が，それぞれのアイデン

ティティを保ちながらも，共通の目的に向かつて協かしなければならない時代であります。そしてまた

科学技術の進歩を善と信じ，物質的な豊かさを求める現代の意識に大きい転換を迫られる時代でもあり

ます。こうした時代にあっては今まで以上に人間の叡智が求められます。どうか諸君はよく読み，よく

考え．自分を取り巻く人聞社会を，そして日本のみでなく世界を深く考察できる能力を身につけてくだ

さい。諸君の前途が幸い多いものになることを祈念して，私の式辞と致します。
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＜大学の動き＞

平成5年度修士学位授与式

3月23日（ぷ）午前10吋から，予j主5年j立修士学位

J受与式が，本学総合体育館でや行された。

学f立f受与式は，f，：替教授はじめ来賓11!',)/'f；のもと

に行われ，学位記長ワー，「総長のことば」があっ

て，午前10時30分終 fした。

本年度の修土課程修了者は，文学研究科56名，

教育学研究科23名．法学研究科51；￥，，経済学研究

科221'1，理学研究科1991'1，薬学研究科50:¥1，工

学研究科622Z'1，農学研究利170~，，人間 ・ 環筑学

研究科43；￥，の言1・1.236名であった。

平成 5年度卒業式

3刀24日（本）午前1orゆから，平成 5年度卒業式

が，本学総合体育館で挙行された。

卒業式は，名誉教授はじめ来賓出席のもとに行

われ，学歌斉111'¥ （京都大学音楽部交響楽団，京都

大学合唱団が協力），学位記授う，「総長のことば」

のあと，「畿の光」を汗唱して，午前10時45分終

fした。

新学士は，文学部18311，教育学部591"，，法学

部392名，経済学部273名，理学部314名，医学部

118Z'r，薬学部81名，工学部943名，農学部3091"1

の計2,672f，であった。

-751ー



京大広報 1994. 4. I 

平成6年度入学者選抜学力試験の結果

平成 6年度入学者選抜学力試験（第 2次学力検査）の前期日程試験は， 2月25日幽 ・26日仕）に，後期
日程試験は， 3月13日（日）・14日（月）に実施した。

学部別の受験者数，合格者数及び入学者数等は次表のとおりである。

l(A) l(B) l(C) l(D) l(E) l(Fl l(G) l(H) I(!) l(J) l(K) 
学 部 ｜募集人員｜志願者数 ｜倍率 ｜第l段階選｜受験者数 ｜倍率 ｜欠席者数｜欠席率｜合格者数｜追加合｜入学者数

I l(B/ All抜合絡者数｜ l(E/A)i I (%) I ｜格者数｜

総合人間学部 I 130刈 刈 ｜ 刈 刈 ｜ 刈 ｜ 人｜ 人I 134人

j前：文系1 55 I 309 I 5 . 6 i 306 I 305 I 5 . s I i I o . 3 I 58 

；期：理系｜ 55 I 301 I 5. 5 I I I I I I 
。後期 I 20 I 318 I 15. 9 I 297 I 175 I s. s I 122 I 41. l I 20 

文学部 I 220 I I I I I I I I ! I 222 

：前期 I 190 I 650 I 3.4 I 650 I 645 I 3.4 I 5 ! o.s I 193 

：後期 I 30 I 4 34 I 14 . 5 I 283 I 129 I 4 . 3 I 154 I 54 . 4 I 30 

教育 学部｜ 60 I I I I I I I I 1 1 63 
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；後期 I 10 1 190 [19.o[ i90 1 114 111.41 16 140.01 

学部 I1,060 I I I I I I I I 

；前期 I 947 I 2,519 I 2.1 I 2.510 I 2,488 I 2.6 I 22 I . I 

：後期 I 113 I 1.183 I io.5 I l可 179 I 598 I 5. 3 I 581 I 4 . I 
；；：｝； 学部 325 335 

: I拘 j切I 260 I 836 I 3 . 2 I 836 I 824 I . I I I 

：後期 I 65 I 813 I 12. 5 I 651 I 317 I 4. 9 I 334 I 51. 3 I 68 

小 ：前期 I2.551 I 8,168 I 3.2 I 8.013 I 1ρi2 I 3.1 I 101 I i目3I 2, 585 

計 ；後期 I 390 I 5,691 I 14.6 I s,136 I 2.874 I 7.4 I 2.262 I 44.o I 410 

言，. I 2,941 I 13,859 I 4.71 13,149 I 10.786 I 3.71 2.363 I 18.0 I 2,995 I 3 I 2,977 
(i主） 1. 受験者数 ・欠席率は最終教科のものである。

2. 法学部 （後期）と経済学部 （後期）には，外国学校出身者のための選考試験の募集人民2or，以内とlOiぅ
以内，志願者51名と46名，第 1次選考合格者33名と28名， 受験者26名と24名，欠席者 71'，と4i"r，合絡者
17名と 9 名，入学者16~，と 6 ：／＇，がそれぞれ含まれている 。
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平成5年度医療技術短期大学部

卒業式・修了式

医療技術短期大学部では， 3月17日（本）午前10時

から，本短期大学部講堂において来賓の｜臨席のも

とに，短期大学部卒業式及び修 f式を併行した。

式は卒業証古 ・修了証古J受1 学長式昨，米賓祝

目、Fと進行し，午前11時終 fした。卒業生は，看護

学科79r，，衛生技術学科38i'1，理学療法学科23

r，，作業療法学科19：￥，で，修f生は，専攻科[l)J産

学特別点攻20名のi]J-179名であった。

（医療技術短期大学部）

平成6年度医療技術短期大学部

入学者選抜試験の結果

医療伐材I知J~J 人；学部で、は，平成 6 年度入学者選

抜試験を 3} J 4日（金）， 5日lUに実施し，その合格

将氏名を14日(jj)に発表した。

受験者数及び合絡者数等は次のとおりである。

’｛－ 平十 必集人民 志 願 計 数
受 験 者 午1

人 人
活必’Y：干｜ 80 265 230 

待I11:. J主体Iや科 40 463 393 58 

理学療法小平｜｜ 20 244 203 29 

作業：療法学科 20 145 116 36 

l6~_L 1,117 942 228 

（｜突療技術短期大学部）
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部局長の交替等

文学部長

中川久定文学部長の任期満 fに伴い，その後任

として水垣渉文学部教俊（宗教学第二講賂担

当）が4月1日文学部長に任命された。任期lは平

成 7年 3月31日までである。

教育学部長

岡田渥美教育学部長の任期満 fに伴い，その後

任として高木英明教育学部教授（教育行政学講座

担当）が4月1日教育学部長に任命された。任期

は平成 8年 3月31日までである。

経済学部長

浅沼崎型経済学部教授 （開発経営組織政策講座

相当）が4月 1日経済学部長に再任された。任期］

は平成 7年3月31日までである。

農 学部長

久馬一剛農学部長の任期i前日こft:い，その後任

として）L山利締農学部教授（かんがい排水学講座

JI！当）が4月 1日農学部長に任命された。任期は

平成 8年 3月31日までである。

化学研究所長

小田順一化学研究所長の任期満了に伴い，その

後任として宮本武明化学研究所教授（有機材料化

学研究部門担当）が4月 1日化学研究所長に任命

された。任期jは平成8年 3月31日までである。

基礎物理学研究所長

長｜首Ji芋介基礎物理学研究所教綬（物性理論研究

部門m当）が4月 1日基礎物理学術究所長に再任

された。任期は平成 8年 3月31日までである。

経済研究所長

佐和降光経済研究所長の任期満 fに伴い，その

後任として福地崇生経済研究所教授（経済計両研

究部門担当）が4月1日経済研究所長に任命され

た。任期］は平成 7年 3月31日までである。

大型計算機センタ一長

長谷川利治 ｜ー学部教J受（論理システム講雌担

当）が4月 1日大型計算機センター長に併任され

た。任期lは平成8年3月31日までである。

超高層電波研究センター長

松本紘超高層電波研究センター教綬（趨高明

電波工学研究部門担当）が4月 1日超高昭電波研

究センター長に再任された。任期］は平成8年 3月

31日までである。

環境保全センタ一長

佐旧栄三環境保全センター長の任期i前fに｛：j':’

い，その後任として竹原善一郎工学部教授（基礎

エネルギー化学講庖担当）が4月 ］円環境保全セ

ンター長に任命された。任期jはτ￥成 8年 3Fl31日

までである。

アフリカ地域研究センタ一長

田中二郎アフリカ地域研究センター教授（乾燥

荷生態系研究部門担当）が4月1日アフリカ地域

研究センター長に再任された。任期lは平成8年3

月31日までである。

保健管理センタ一所長

森下玲児保健管理センター教授（｜人J科学専門）

が4月 1日保健管理センター所長に再任された。

任期jは平成8年3月31日までである。

体育指導センタ一所長

六rli 県体育指導センタ一所長の任期満 fに｛半

い，その後任として瀬地111 敏経済学部教授（経

済理論講附fl!当）が4月 1日体育指導センタ一所

長に任命された。任期は平成 8年 3月31日までで

ある。
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＜栄誉＞

熊田 誠名誉教授が思賜賞 ・日本学士院

賞を，角屋睦名誉教授，志村令郎教

揮，長崎知生教授が日本学士院賞を受賞

このたぴ二熊田 誠.￥，替教授に疋l、賜:i1・日本学

士院貨が，角屋 陸名誉教授，志村令郎教授，民

崎知生教授に日本学士院:i1・がそれぞれJ受うされる

ことになった。J受賞式は， 6月上旬， 日本学士院

会館で行われる予定である。

以下に各氏の略歴，業績等を紹介する。

熊 田 誠名誉教捜

tf~田名誉教授は福井県出身で，

昭和18年京都帝国大学工学部工業

化学科を卒業し，東京芝浦屯気株

式会社に入社した。UH和25年大阪

市立大学理工学部助手となり， ll;J

27年 l•iJ助教授，｜司31年同教授を経

て川37年京都大学工学部教授とな

り，合成化学教室第4講雌（ゐー機令属化学）をt司、ν

した。U(j利58年停年退行して現在に.ofっている。

今回，なお，同時に受賞する共同研究者の東北大学

理学部機井英fHJ教J受はIJJ講l伝の助教授で、あった。

｜司名誉教授の今回の受1'tの対象となった業績は

「有機ケイ素化学に関する研究」である。！吋名誉

教J受は一貫して有機ケイ素化合物，フェロセン，

グリニヤール試薬など有機金属化合物の反応論

的，憐造論的研究にたずさわってきた。特に，有

機ケイ素化合物に関する業績は顕著で，ケイ素

ケイ素結合を含むポリシランに閲する業績はアメ

リカ化学会より昭和42年 F.S. Kipping 貨を受11し

た。同名誉教授はポリシランの合成法を初めて確

立するとともにケイ素ーケイ素結合に特異な新反

応を発見し．今日，材料科学の商から注目される

ポリシランの化学の基礎を築いた。

さらに，遷移金属錯体を触媒とする桁機合成反

応の開発研究でも注目すべき業績がある。なかで

も，ニッケルやパラジウム ・ホスフィン知体を触

媒とするグリニヤール試薬とイ｛機ハロゲン化物の

クロスカップリング反応の発凡は重要である。炭

素 炭素結合形成反応として有用で，有機合成で

広く利用されているだけでなく，この発見が契機

となってイf機金属化学の発展を大きく促した。ま

た，キラル遷移金属錯体を用いる触媒的不斉合成

反！必でも先駆的業績を挙げた。

このように同名誉教授は祈機ケイ素化学を中心

とする有機金属化学に閲して独倒的な研究を民間

し，数々の日党ましい業績を挙げ同｜努的にも尚い

評価を受けてきた。退官後も組織委貝長として国

際有機ケイ化学会議を京都で開催し，また有機金

属化学の国際学術誌の編集委員を務めるなと＼こ

の学問分野の発展に大きな役割を果してきた。

以上のように熊田名誉教授の輝かしい業績を考

えるとき．その受賞はまことに喜ばしし、。

角屋 陸名誉教授

fJj）せ名持教J受は， 三重県出身，

UH平1127年京都大学農学部を卒業，

本学大学院研究焚学生前WJ課程，

大阪府立大学，宇都下（人；学を続

て， ifl]34年京都大学防災研究所助

手に任用され， l1i]35年｜寸助教綬，

l1iJ39年教授に対イ壬され，その後28

(I：学部）

年間にわたって内水災害の研究に従事されたの

ち，子成 4年停年退官された。現在，本学名誉教

授，京都職業能力開発短期大学校校長として活躍

しておられる。

同名誉教授の今回の受賞・の対象となった業績は

「板値水文学の展開と水利施設計｜曲｜設計への応用

に関する研究」である。

同名誉教授は，これまで貯水ダム ・取水ダムや

ポンプ場など，各種水利施設の最適規僕 ・安全設

計の悲礎となる洪水・ j易水など梅f同水文学上の諸

問題について独創的な研究を展開され，以下に大

別されるような数多くの顕著な業績を挙げてこら

れた。

(1) 極値水文量の統計解析j去に｜対する研究。豪雨

や洪水など，極伯現象の統計解析のため，）I凶作統

計学的に導かれる 3形式の最大値分布を体系的に

整理され，自らの提唱による PlottingValueの概

念を利用する未知定数の推定法，小標本理論に基

づく確率水文量の推定法や異常値の棄却検定の理
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論を構築するなど，極値水文量の統計解析法の確

立に大きく貢献した。

(2) 洪水比流量級値の地域的分布特性に｜刻する研

究：ダムなど水利施設の計阿設計に必要な洪水比

流量慨値の地域的分布特性を解明し，地域別洪氷

比流量級伯曲線の関数形を理論的に誘導して，そ

の実用式を提示した。

(3) 長短期l流出両用モデルの開発と洪水・渇水時

におけるダムの実時間流出管理手法に閲する研

究。低水主体の長期流出解析と洪水主体の短期］流

出解析が同時に実行でき，かつ物理的意義もかな

り明確な長短期流出両用モデルの開発を行うとと

もに，このモデルを活用した 1～ 3時間先の洪水

流量及び1-3か月先の渇水流量を予測するため

の実時間予測法を提案し，ダムの流水管理技法を

大きく進展させた。

(4) 流域の都市化に伴う災害危険度変化に｜期する

研究ーわが同で丘陵地の開発・市街地の拡大が進

みだしたH日和40年から，世界的にも未知分野で

あった標記問題に取組み， llH.ffl50年頃から，解析

モデjレの構成法，その他の諸理論や基礎的数備な

どを相次いで提案し，都市化ないし土地利用変化

に伴う災害ポテンシャル変化の予測法の確立に大

きく貢献した。

以上のように，角屋名誉教疑の研究は，水利施

設の計画設計に欠くことのできない水文学上の極

値現象を対象として， 詳細かつ厳密な瑳論を展開

するとともに，これを実際問題に適用したもの

で，水利施設設計や防災計阿の実用面への貢献は

大きく，この成果は日本圏内はもとより，諸外国

でも高く評価されている。これらの研究に関連し

て，これまでにも昭和38年農業土木学会学術賞，

昭和57年京都新聞文化賞，平成4年日本農学賞・

読売農学貨を受賞しておられる。

このような同名誉教授の目覚ましい業績を考え

るとき，このたびの受賞はまことに存ばしい。

（防災研究所）

志村令郎教授

志村教授は，山梨県出身，昭和31年京都大学理

学部を卒業， H併 1133年本学大学院理学研究科修士

課程修了後．直ちに米国に儲学し， llR和38年米国

ラトガース大学大学院博士課程修

了，米間ジョンズ ・ホプキンス大

学医学部研究員，インストラク

ターを経て， ll[i和44年京都大学理

学部に新設された生物物理学科の

助教綬に採用され，昭和60年同教

綬となり，現在に至っている。

同教J受の今回の受賞の対象になったのは

「RNAプロセシングに関する研究」である。同教

J受は，早くから DNAから転写された後の RNA

のプロセシングとスプライシングの重要性に注目

し，この過程の分子機構の解明に取り組んできた

！唯一の日本の研究者である。

初期の大きな功績としては，大腸菌の tRNA

生合成に閲する研究がある。tRNA前駆体から不

要部分を切り落とし，成熟 tRNAがプロセスさ

れる際の tRNA切断酵素 RNasePの発現に，

rnpA. rnpBの 2種の遺伝子が関与していること

を，分チ遺伝学的手法を用いて明らかにした。ま

た，この醇索は， 1分子のタンパク質と RNAか

ら俄成され，突然変異体を用いた研究から RNA

成分が酵素活性をもつことを発見した。この発見

は， Cechや Allmanらによるノーベル1'tの対象

となった RNA触媒活性の発見の端緒となった。

また， RNaseP変異体を利用し，大腸i箱て、は，複

数個の tRNA遺伝子が連鎖して 1つの転写単位，

すなわち LRNAオペロンを形成していることを

明らかにした。

次いで，ショウジョウパエの体細胞性分化を決

定する遺伝子の選択的スプライシングの制御機構

に関する研究で業績を挙げている。除去されるイ

ントロンが異なる結果，異なる成熟 RNAがつく

ら れ る 選 択 的 ス プ ラ イ シ ン グ （Alternative

Splicing）という現象が知られており，発生段階

や細胞分化において重要な役割を果たしている。

同教綬は，遺伝子を培養細胞に導入し選択的スプ

ライシングを解析する系を開発し，前駆体RNA

とスプライシング制御因子の相互作用を詳細lに解

析した。 遺伝チ産物が，前~R休 RNA の 5’スプ

ライス部位やエキソン配列に直接結合することに

よって，スプライシング反応を問答．あるいは逆

にスプライシングを活性化することを明らかに

し，世界に先駆けて選択的スプライシングの制御

-756一
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機構を分子レベルで解明した。

スプライシングの基本的な機構の中で，まだ明

らかにされていない披も大きな問題は，前~16体

RNA の切断と連結活性を~T［う物質の｜吋定である 。
スプライシング活性をfl！う構造体（スプライス

ソーム）のタンパク質成分中には，この惇素活刊：

を111うタンパク質の存在は明らかにされていな

い。｜司教J受は， invitroスプライシング系，中間

l産物の国定化， UVクロスリンキング法など新し

い解析技術を開発し，スプライシング反応の進行

とともに， U6snRNAが，切断・述結反応の起こ

る前駆体 RNAの特定の部位に存在していること

を初めて明らかにし， U6snRNAが切断・連結活

性をもっ可能性を初めて実験的に示した点で高く

評価されている。

これら一連の研究に対し，、F成3年京都新聞文

化賞，平成 5年日本遺伝学会木原’ilが授うされた。

以上のような同教綬の純かしい業給を考えると

き，その受賞はまことに存ばしし、。

員崎知生教授

if!.崎教授は，東京者~IH 身， II日和

37年東京大学医学部を卒業， 一年

間のインターン修了後，東京大学

大学院医学研究科博士課程に入

学，日付和41年に同退学後，ただち

に東京大学医学部助手に採用され

た。同50年筑波大学基礎医学系教

（理学部）

J受に転出，平成 3年 1月より本学医学部教授併任，

同年4月より専任となり，現在に至っている。

同教J受の今回の受賞の対象となったのは「エン

ドセリン（内皮由来血管収縮幽チ）の同定とその

生理活性」である。

lri］教J受の研究は，骨格筋，心筋，平i骨筋， Jill

管，血管内皮細胞と拡がり，それぞれの段階で大

きな業績をあげている。披初，江橋tili郎氏（東京

大学名誉教疑）のもとで川氏の発凡した筋のアク

トミオシンについてその収縮地強凶チ，アルファ

アクチニンを精製，これが全く新しい蛋11'f!であ

ることを発見した。さらに．その物理化学的性

質，生物活性，その全一次情造，細胞内局在，分

- 757 

jニ稀とその意義などについて－rtしてこの研究を

~~けている 。

lrij教授はまた筋の蛋白質が筋発生分化の過桂で

分子純の変換を行うことを示した。この研究成果

も間際的にきわめて高い評filliを作，その後の筋蛋

白質の遺伝子発瓜の研究の爆発的な民間を促した。

｜司教J受はさらに平i骨筋を中心とする研究へとす

すんだ。この研究の中から憎造蛋白質， Mi長lコ'fl
の発＞l，いくつかの筋構造蛋白質の全一次構造，

なかでも平滑筋ミオシン司Ht~の全一次構造決定と，

その舵定尚次構造の発表は高く評価されている。

またこの研究の過程で，内皮白米の強）J；な血管

収縮｜刈チをJjl.離精製，構造決定し，これをエンドセ

リンと命名した。lr'i］教綬はこのエンドセリンの化

学構造，生物活性， 3稜の分チ稀の存イ1：，受符体の

クローニング，その構造解析，細胞内合成経路，細

胞内情報伝達系の解析，またその生型的．病態生

理的:tJ：誌の解明などの仕事を組織的にきわめて封

)VJ f,JJに行い，｜吐界の多くの研究.（；・のil: 11を集め

た。エンドセリンはJfll管の機能謝節機怖に新しい

概念を導入すると同時に，循環系以外でもこのペ

プチドがif!：裂なHlbきをしていることがノjミされ，＇I:.

命利学分野全体に大きな影守中をワーえている。また

エンドセリンの発凡によって肌管細胞生物学とい

う新しい学問分野が形成されることとなった。

以上のように!ft.崎教授の目ざましい業組を考え

ると，その受賞はまことに存ばしい

（医学部）
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＜保健コーナー＞

集団検診のあり方

平成 5年 4月15日（No.446）の保健コーナー

で，本学教職員の人間ドックの成績から，本学

教職員の健康状態の大まかな推移について舎いた

が，今回は集同検診のあり方について述べたし、。

最近は1.200人以上の人が，いわゆる組合員 B

コース（身体計測， If礼！五iJ!IJ定，心711同，同 X線検

査，血液生化学検査．大腸ガン ・スクリーニング

検査，眼底検査，腹部超音波検査などを合む）の

検診を受けている。両IJ旨I飢桜や糖尿病などのリス

クが高い検査項目のfit移については前に述べた

が，その後も引き続き全般的な改善傾向がみられ

ており．ライフスタイルの改善にたいする各自の

努）Jの結果であり，喜ばしいことである。

今回は，人問ドツクや健康診断を受けたあとの

Zお一f変J‘l

計hもが最も恐ろしい病気と考えており，自分だけ

はガンにかかりたくない，あるいはかかるはずが

ないと思い，信じている。平成 4年度に限って

も，その年の人間ドックで胃ガンは 1～ 2r，に発

見されているし，腎臓ガンもある部局で 2t,lrrJ時

に見つかるなど，少なくとも 3:71が手術を受けて

いる。健康管理医の立場からすれば，年間少数と

。

＜資料＞

はいえ悪い病気が早期に見つかり，処置されたこ

とは不幸中の幸いであったと考えざるを得ない。

このほかにも肝臓，胆のうなどに異常が見つかっ

ている人は30%は下らない。問題はその事後十昔置

が十分なされているかどうかであるが，残念なが

ら不十分といわざるを得ない。検診結果を本人に

伝える方法ーっとっても，プライパシ一保護の問

題もあって結構難しい。

本人への通知で，「肝臓臆湯疑しり，「腎！臓服場

疑い」，「副腎腫蕩疑い」などの記載方法について

は，至急改善の余地がある。通知をもらって家族

みんなで落ち込んだ話を聞くと，ガンの告知も総

論賛成，各論反対という而が浮き）~~りになる。

医療経済学や費用効果 （コスト ・ベネフイ y

ト）のrfliから，集同検診の是非がよく論じられる

が，要は検診の受けっぱなしゃ不十分な事後措

置，本人の健康に対する自覚の欠如こそが問題な

のではないかと思うことも多し、。

集同検診の成績をもとに積極的に働きかけて，

慢性的な疾病のリスク・ファクターの軽減をはか

るような方法についても いろいろと十分でない

状況の中で，何か良い方法はないかと模索してい

る。組合員の皆さんのご意見を聞かせていただけ

れば幸いである。

（保健管理センター森下玲児）

。

平成5年度京都大学職員研修実施状況友び

平成6年度京都大学職員研修実施計画

平成5年度京都大学職員研修実施状況

大学：における職員研修は，官職の職務の遂行に

必要な知識・技能等を習得させ，かつ職員の能

)J .資質等を向上させることを目的として実施す

るものである。

平成 5年度における本学主催の職員研修実施状

758 

削については，次の表に伺げるとおりである。

なお，平成 5年度の特色としては，①前年度の

研修方針を継承して研修内容の充実を図ったこ

と。②総合技術部の発足に伴い，技術官及び技術

官補に対して，前年度に引き続きより高度な内容

の研修を実施しているが，今年度は三巡回に人っ

たこと等が挙げ、られる。
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（ ）中は他機関の受講者数で内数

受 講者数
研修の名称 実 施則 Ill] 丸I 象 石対 ｛事 t務 所

男 女 言十

新 探用職員研修
4/ 6-4/ 9 

新 J采 m 司法 以 38 34 72 国立若狭湾少年自然の家(4日間）

国際交流担当職員研修
9/ 6-9/ 8 

国（係際用後交3流：￥以戦i-J' 12 13 25 経済研究所会議宅( 3日間）

中堅職l~研修（第 9 同） 6/29-7/ 2 事務系職以 31 19 50 ー；，」7、I 大 i』"' 自白( 4日間） 採用後 3午．以仁

主任 研 修 （第 l回）
5/31-6/ 3 

主任（他機関を含む） 30 ( 5) 17 (2) 47 ( 7) 関西地区大学セミナーハウス( 4日間）
ーーー喧ー曲ーーーーーーー・ーーーーーーーー－ーーーー．，骨・ー’・・・a，，骨帯骨骨・・4・－－－，ーー『トー ..，ーーーーーーー－－ーーー，ーー， 4・，ーー『ーーーーーー 『『『ーーーーー－ ーーーーーーーーーー ーーーーーーーー－ーーー－ー．ーーーーーーーーーーーー・．ーーーーー・－－－－ーーー．骨

4シ （第 2同）
ll/ 9-11/12 。 35 (13) 11 (l) 46 04) 国 立 曽倒少年自然の家( 4日間）

監’仔./5（係長級）研修
10/ 5 -10/8 

係長（他機関を含む） 32 ( 5) 10(4) 42( 9) 理学部附属瀬戸臨海実験所( 4日間）

技術職員研修（第JO同）
7/13 - 7/15 行（ー（他）教機室関系を技含術む職）員 75 ( 9) 3(0) 78( 9) 阿f ~Ii, I立I ,1:: filJ ほか

( 3口！Ml)
明E’－－，，ー，ー『Fー，，ー－－－－『Fーーーーーーーーー司自 ーーーーーーーーーーーー－－－ーーーーーーー －－－ーー・・・・・ーーーーー・..ーーーーーー・ー・ー..・ーー －ーー・ーーーー． ーー・・ーーー・． －・・・ーー・ーーー． ”’司骨甲車ーー－－司ー，ー，ー，F司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

’， （第11阿）
2/ 1- 2/ 3 

’， 71 ( 5) 3(0) 74 ( 5) ’， ( 3日11¥J)

語学研修（英語・初級）
5/ 7- 8/17 ιF 4奇系職員 7 12 19 阿f },if,, ｜立｜ :;i:: 自白

(601時間）
”同司..・ーー．，ー，ーーーーーー骨ーーーー，ーー・・ーーーーー ーーーーーーー申ーーーーーーーーーーー．． ー－－－－ーーーー－ーーーーーーーーー・ー・ーーーーーーー ー．，．』占骨骨骨”

4・ーーーー『－－ ーー－－－－－ーーー －－－－－－ー，ーー， a，ーーー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

’， （英語・中級）
8/31-12/14 

イシ 15 16 ，， 
(6011寺11¥J)

~、I 332 (37) 137(7) ~69 (44) 

平成6年度京都大学職員研修実施計画

平成 6年度の京都大学職員研修実施計阿は以下のとおりである。

研修 の名称 実施時期j j;J- 象
J-'.<E li)f ｛｜事 場 pJ[ ｛蔚 考人μ

新保川 l織 w研修
4/ 5-4/ 8 新採片l合職む .u 60 国古；芯狭湾少年自然、の家

4/ 5 
( 4日間） （他機関を ） 附属［；；.：！脅館

国際交流十11当l織μ研修
9/ 6- 9/ 8 事務系職貝 25 ~（.f 11~ l刈 3三It「・ 自官( 3口問） 採用後 3年以上

』巨 任 長肘 修
5/31- 6/ 3 

主任（他機関を含む） 50 関西地医大学セ ミナーハウス
5/31 

( 4日[llj) 日付属図書館
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーー・・ーーーー ー・ーーーーーーー－－ーー・ーーーー・ーー －ーーーーーー・・→・ーー『＋＋ー・ーーーーーー宇ーーーーー ー『ーーー－－－－ ーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－－ーーーー ーーーーーーーー・ーーーーーー－－－

’， 
11/ 8-11/11 ，， 50 国立曽筒少年自然の家

11/ 8 
( 4日間J) 附属図書館

監 督者 （係長級）li)f修 10/ 4～10/ 7 
係長（他機関を含む） 38 農学部 F付属 ;Jc虚 実 験 所

10/ 4 
( 4 n mJl 附属図書館

技術職員研修（第12@"1) 7/12～ 7 /14 fr（ー（他）教機室関系を技合術む職）員 70 F付属 図書館 』ま か( 3日！日J)
ーーー＋ーーー..・ー骨骨骨骨ーー・4晶＋骨帯－’ーー・・4トーー『－’ ーー，ー・ー『’ー，，．，，，，，司F胃鴨骨

a，，，，『ーーーーーー骨ーーー，ーーーー．，ーーーーーーーー－ ーーーーーーーーー ーー－－－－－－－－ーーーーーー－ーーーー・ーーーーー・ー・ーーーーー－－－－－－・ー・・ー ’・．．．，．．，明ー－－－－，ーー

// （第13回） 1/31～ 2/ 2 
ゐ 70 ，》

( 3口！日］）

語（英語学・初級研コース修） 
5/10～ 7/15 

ょJi｛傍系職員 16 m 属 図 、！J E店 週2阿時午後
(40時間） 1回 2 間

ーーーーー－－－－－ー－－－－－－－－ーーーー宇ーーーーーーー ーーーーーー』ーーーーーーーーーー－－ー‘・・ーーーーーー． －・ー・ーーーーー －ーー・・ー・・・ーー，－－－司．早『・『a，ー，，，，4・ー－ー・ーーーー宇ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー。 9/27-12/ 2 16 週2回午前
（英語・中級コース） (40時間）

4シ ，， 
l回 2時間

実 務 議 拘 会 110117-10120I実 務担当職員 ｜延べ ｜楽
( 4日間）｜ I 440 ｝式 ぷ〉、

ヱズ 館｜鰭：唱

- 759ー
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